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日本ねじ研究協会研究論文集第 1巻発刊に寄せて 

 

「日本ねじ研究協会」は，1969 年に創立された歴史ある協会であり，2020 年に一般社団法人化され現在に至って

いる．本協会は，工学の各分野にわたる知識・経験を結集し，ねじに関する学術研究及び技術の向上を図るとともに，

あわせて標準化を推進し，もって産業界の健全な発展に寄与することを目的とする団体であり，研究委員会，標準化

委員会，技術委員会，出版委員会，企画・運営委員会，総務委員会，表彰委員会，及び人材育成委員会で構成され

ている．研究委員会においては 2011 年にねじ締結体設計委員会（委員長， 澤 俊行，広島大学名誉教授，現本協

会会長）が発足され，2016 年に「ねじ締結体設計法（初版）」，次いで 2022 年 3 月に委員会で実施した研究成果など

を加えた「ねじ締結体設計法（第 2 版）」を発刊し，また 2018 年から年 1 回の頻度で「ねじ研究シンポジウム」を開催

するなど，精力的に研究活動に取り組んでいる．しかし，本協会が目指している協力学術研究団体の称号取得，すな

わち本協会に投稿された論文が公に認められ，その成果を会員に還元するためには， 研究論文集を年１回継続し

て発行することが必要であり，この発刊に至っている．その準備は 2021年度から進められており，研究委員会内に論

文集編集委員会を設置（非公開）し，投稿規則，審査の基本方針，及びテンプレートを作成の上，研究論文の募集を

行い，査読付きの 2 つの論文を掲載することになった．掲載数が少ないと思われる方もいると思うが，協力学術研究

団体の称号取得へ向けた第 1 歩を踏み出すことができたことは大きな成果であり，尽力頂いた論文集編集委員会委

員に感謝の意を表したい．現在，日本の論文数は世界第 4 位から第 5 位と後退，博士号取得者数は韓国・中国・米

国が 2000 年度に対し 2 倍以上増加する中，減少傾向となっており，さらにＳＴＥＭ教育のレベルも世界に対し遅れを

とっている．ねじ業界の国際競争力を高めるためには，本協会がリーダーシップをとって取り組む必要がある．本研究

論文集もその取り組みのひとつであり，今後も随時，研究論文の募集を行うので，皆様からの論文投稿を期待する次

第である． 
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